VQC 5510 


OFF ON 


はじめてお使いになる方へ 

A かんたんガイド 

伍 電池/カードを入れよう 


入れる： 

カチッと音びして□ック 
するまで確実に押し込む 

取り出す： 

カチッと音びするまで押 
し、まっすぐ引さ抜く 



カード(別売)を入れる 


屛の開閉スライドさせて 
①開< 

⑥ 閉じる 



>お買い上げ時、カードは付属さ 
れていません。用途に合った容 
量のカードをお買い求め<ださ 
い。 

(多くの枚数を撮影したいとさ 
は容量の大さいカードびおすす 
めです） 




電源を入れて時計を設定しよう 


はじめに時計を設定しておくと、 

•日付を入れてプリントするときに困らない！ 
•パソコンに取り込んだときに日付別に整理できる！ 


電源を入れる 


OFF ON 

補 


電源スイッチを 
[ON] にずる 




分 お願い'^ 

♦約5秒経過すると画面び消 
えますので、電源を入れ直 
して < ださい。 

• 一度設定すると、この画面 
は表示されません。 

ただし電池を入れずに約3 
力月経過すると時計設定び 
消えるため、再びこの画面 
び表示されます。 


時計を設定ずる 


1 


^ [MENU/SET] ボタンを押して 
few 時計設定の画面を表示させる 


カーソル ボタン 


1—2 ィ囑) 


▼ 

MENU 


◄►で項目を選択 
▲▼で数字を設定 

[MENU/SET] 

ボタンを数回押して終了 



付属の電化を入れる 

扉の開閉スライドさせて 
① 開く 
閉じる 



使用でさる電池 


単 3 形 

オキシライド乾電池(付属） 

アルカリ乾電池(別売） 

ニッケル水素電池(別売） 


>別売の電池を使用するとさは、 
電池設定を行って < ださい。 

(裏面の「かんたんモードのメ 
ニュー設定」をご覧ください） 


カードびな<てを内蔵 
メモ U —を使って撮影 
でさます 


③ 


撮影しよう 


<かんたんモードで撮る 

初/こ\者におすすめのモードです。 



モードダイヤルを回して 

Vに台わせる 


(?) M 

- ^ - rv 撮った 

て 


つた画像を見よう 


た画像を見る 


ここに合わせる） 

シヤツターボタン シャツターボタンを 

半押し(軽 < 押す） 
してピントを台ね 
せる 



モードダイヤルを回して 

か5 
面に合わせる 


ピントび合うとフォーカス表示(緑） 
び点打します 


AF エ IJ ァ 
ピントを合わせ 
たい被写体をこ 
こに合わせます 


シャッターボタンを 

全押し(さ5に押し 
込む）して撮影する 

ズームを使って大を<撮る 


光学ズームで最大3倍まで大さく撮ることびでさます。 


ス'ームレバー 


W 






J ズームレバーを 

A T 側に回して 
大きくずる 


T ズームレバーを 

'W 側に回して 
広くずる 


ここに合わせる1 

◄で前の画像を選択 
W ►で次の画像を選択 

不要な画像を削除する 

f 元に戻すことはでさませんので、お気をつけください 



马|/雨 

麻 


MENU 


师（削除)ボタンを 
押ず 

▲で「はい」を 
選択 

[MENU/SET] ボ 
タンで決定 



逆光を補正して撮る 

逆光時に、人物など被写体び暗<写るのを補正します。 

▲ 赢で©(逆光補正オン 

表示)を表示させる 

ちう一度押すと解除され 
ON 9 〇 



逆光補正機能使用時はフラッシュを使用するこ 
とをおすすめします。（フラッシュを使用する 
とさは、強制発光 [ 0 ] になります 



( T " を光補正オン 表^ 


を 

にと3 

円こさ 

卜るだ 

をいく 

びて認 

心源つ確 

電なご 

































































































































































詳し < は、取扱説明書を 
お読み<ださい 


SCN1 

SCN2 


ソーンモート 


fOr かんたんモードのメニュー設定 


^ [MENU/SEn 

ボタンを押す 


織 


▲ ▼で項目を選び、 
►を押す 


かんたんモ-ド 


▼ 


▲ 

/TSN menu 


還 U 

ボタンでミ夫定 


画質設定 B 引き伸ばし 
® L サイズ (3:2) 


©電池設定 
® 操作音 
® 時計設定 


巧 E メール 


選択ィ令ミ夫定 


menu [MENU/SEn 

ボタンを数回押して終了 




Ci 画質設定 ^ 


(メニュー画面を終了します） 


用途に合わせて設定でさるから 
はじめてでをかんたん 




フラッシュを使つて撮る 


暗い場所で撮るとさは、フラッシュび便利です。 


► でフラッシュを設定ずる 


逆光補正オフのとを 




® 引を伸ばし： A 3 や A 4 などの大きめのサイズにプ IJ ントしたい 

® L サイズ （3:2) : L サイズ （89 mmx 127 mm ) にプ U ントしたい 
E メール： E メールに添付したり、ホームぺージ用に使いたい 


© 電池設定 


使用する電池の種類を変更したとさに、電池残量を正しく表示するために 
設定します。 

亡こ！： アルカ IJ 乾電池/ニッケル水素電池 
亡こ！： オキシライド乾電池 



◎ OFF: 
⑩ル： 
嘘大： 


操作音なし 
操作音ル 
操作音大 


@時計設定 


日付や時刻を変更するとさに設定します。 

上記の手順2で選ぶと、時計設定の 
画面になりまず 


©時計設定 


2006110 00 




◄►で項目を選択 
▲▼で数字を設定 


[MENU/SEtl ボタンを数回巧して終了 ©n 


E が BSI 


設定妻終了® 


赤目軽減オート 

撮影する場所の明るさに 
応じて、自動的にフラッ 
シュび発光します。 

瞳び赤く写る(赤目現象） 
のをおさえます。 

感 発光禁止 - 

どのような撮影状況で 
ちフラッシュは発光し 
ません。 

逆光補正オンのとを 

〇強制発光 

フラッシュを強制的に 
発光させます。 

感 発光禁止 - 

どのような撮影状況で 
もフラッシュは発光し 
ません。 


暗い場所で人物を撮影 
するとさなどに適して 
います 


分 お願い 

赤目軽減オートに設定すると、 
フラッシュび予備発光し、その 
あと撮影のために再び発光しま 
す。 2回目の発光び終わるまで 
動かないよ5にして < ださい。 


フラッシュ撮影び禁止 
の場所ではこの設定に 


フラッシュ発光部 

指などでふさびない 
よラにして<ださい 



ff 撮った画像をプリントして残す \ A いろいろ選べるモードダイヤル 


かんたんモード！;(外の撮影モードを選ぶと、メニューやフラッシュの設定も 
様々になります。 


モードダイヤルを 
回して希望の 
モードに合わせる 




W マク□トド 

被写体をアップにして撮り 
たいとさに 


e 動画撮影モード 

動画を撮りたいとさに 


►I 再生モード 

撮影した画像を再生します 


rt 通常撮影モード 

かんたんモードでの撮影に 
慣れてさたらこのモードに 


かんたんモ-ド 

初/こ\者におすすめのモード 
です 




エコモード 


消費電力を節約して撮り 
たいとさに 


じ I 下の方法で、撮影した画像に日付を入れてプ U ントすることびできます。 
つ ey ンタ~だ1すで詳しくは、プ I 」ンターの説明書をお読みください。 





WM 


パソコンとプリンターで 


プ U ントする 


取り込んで^プ IJ ン h 



19 


プ U ントする 


ルミックス 

CD - R 日 M に付属のソフト 「LUMIX 

シンフルビユーワー 

&mple Viewer 」 を使うと、かんたんに 
パソコンに取り込んでプ IJ ントでさます。 
詳し<は、パソコン接続編の取扱説明書 
をお読み < ださい。 


お店で 


パソコンを使うと 
他にもいろいろ楽しめる 





CD — R に保をする E メールに添付する 

パソコンの説明書もお読みください 





プリントする 


とて 

のし 

が定す 
を設ま 
ドれき 
-ぞで 
モれび 
うそと 
使にこ 
くのく 

よ墓 


撮 
て 
せ 
わ 
ど合 
なにに 
景ンさ 
風-と 
やシい 
物影た 
人撮り 















































































































































































































